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四〇五年 (東晋 ・大亨四年)

▲ 碑額拡大

▲ 朱拓本

舞
木

難

室
伊

藤

『
築
龍
顔
碑
』
と
と
も
に
二
築
碑
と
称
せ

ら
れ
る
。
と
も
に
中
国
の
南
方
の
雲
南
省
に

あ
る
。

清
朝
の
乾
隆
四
十
三
年
に
発
見
さ
れ

た
。
こ
の
書
風
は
、

実
に
す
が
す
が
し
く
生

き
生
き
と
し
て
、

碑
額
の
文
字
な
ど
は
今
に

も
飛
び
出
し
て
く
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う

印
象
を
感
じ
さ
せ
る
。

文
字
の
起
筆
は
楷
書

で
あ
り
、

横
画
の
終
筆
な
ど
は
、

隷
書
の
波

際
の
よ
う
に
力
強
く
押
し
出
し
て
い
る
。

文

字
の
全
体
構
成
は
隷
書
的
で
あ
る
が
、

筆
の

運
び
は
楷
書
で
あ
る
。

当
時
の
通
用
体
の
楷

書
を
善
く
す
る
人
が
、

古
い
様
式
の
隷
書
体

を
書
こ
う
と
し
て
生
ま
れ
た
書
風
で
は
な
か

ろ
う
か
。

近
代
に
入
り
、

六
朝
体
の
北
魏
書

に
魅
力
を
見
い
だ
し
た
碑
学
派
の
人
々
に
好

ま
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

多
く
の
拓
本
が
取
ら

れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
、

原
拓
本
を
目
に
す
る

機
会
は
多
い
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
朱
拓

本
は
そ
れ
ほ
ど
多
く
な
い
。

滋



か
　
な
　
規
　
定
　
初
段
以
上
　
【
四
月
二
十
日
締
め
き
り
】

用
紙
　
半
紙
普
通
判

（料
紙
可
）

朝

倉

春

江

選

書

ン

灘

よ
み
方
　
い
り
あ
ひ
（
日
）
の
鐘
も
き
（幾
）
こ
え
（盈
）
ず
（寸
）
は
（者
）
る
の
暮

芭
蕉

創
作

習
い
方
解
説
　
内

朝

倉

春

江

入
逢
の
鐘
も
き
こ
え
ず
春
の
暮（芭

蕉
）

夕
暮
れ
時
に
、

鐘
の
音
で
も
聞
こ
え

れ
ば
こ
の
単
調
な
物
憂
さ
が
晴
れ
る
だ

ろ
う
に
、

物
音
も
せ
ず
、

春
の
タ
ベ
が

た
だ
静
か
に
暮
れ
て
い
く
。

字
数
の
少
な
い
俳
句
で
す
が
、　

一
行

の
中
で
、

二
字
連
綿
、

三
字
連
綿
ま
た

は
四
字
連
綿
と
い
う
よ
う
に
連
綿
す
る

字
数
の
変
化
に
よ

っ
て
、

短
い
行
の
組

合
せ
で
も
行
の
変
化
は
で
き
ま
す
。

さ
ら
に
行
の
高
低
の
つ
け
方
で
静
的

に
な
る
か
動
的
に
な
る
か
も
違
い
ま
す
。

こ
こ
で
は
下
の
句
を
上
部
に
掲
げ
て
明

る
い
ス
ケ
ー
ル
感
を
出
し
ま
し
た
。

ま
た
、
ど
の
漢
字
を
生
か
す
か
に
よ
っ

て
呼
吸
の
高
ま
る
所
も
変
わ
り
、

全
体

の
表
現
が
左
右
さ
れ
て
き
ま
す
。

い
ろ

い
ろ
と
工
夫
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

”離ン



Ｌ

一

且

一

か

な

規

定
　
秀
級
以
下
　
【
四
月
二
十
日
締
め
き
り
】

用
紙

半
紙
タ
テ
旦
２

（料
紙
可
）
（た
て
３２
セ
ン
チ
・
よ
こ
１２
セ
ン
チ
）

掲
載
写
真
の
う
た
を
全
臨
、
ま
た
は
部
分

（二
宇
以
上
の
連
綿
）
を
臨
書
す
る
。

よ
み
方
　
う
め
の
（能
）
は
（者
）
な
（那
）
さ
き
（支
）
て
の
ゝ
ち
の
（能
）
み
な
れ
ば
（者
）
や

す
（春
）
き
も
の
と
の
（能
）
み
ひ
と
の
（能
）
い
ふ
ら
ん

か

な

条

幅

規

定
　
【
四
月
二
十
日
締
め
き
り
】

用
紙
　
小
画
仙
紙
半
切

（料
紙
可
）

よ
み
方
　
あ
し
ば
（八
）
や
に
（体
）
く
（久
）
る
春
な
（奈
）
ら
ん
（無
）
雲
竜
の

柳

一
度
に
（耳
）
ふ
（布
）
く
（久
）
れ
き
（幾
）
に
合
じ
け
り
（利
）

高

野

切

第

二

種

（掲
載
写
真
縮
小
９３
％
）

田

村

澄

子

選

書

習
い
方
解
説
　
ロ

田

村

澄

子

あ
し
ば
や
に
く
る
理
な
ら
ん
弱
理
の

梯
↓
酔
に
ふ
く
れ
き
に
け
り

（大
井
　
広
）

半
切
で
和
歌
、　

一
般
的
に
二
行
書
き

は
、

基
本
的
な
形
式
、
し
か
し
平
凡
に

な
ら
ず
、

立
体
的
に
動
き
の
あ
る
作
品

に
し
た
い
。

大
切
な
こ
と
は
、

潤
筆
、

渇
筆
、

空
間
、

特
に
二
行
目
の
行
頭
は

墨
が
少
く
な
る
の
で
ゆ
っ
く
り
展
開
し

て
隣
ど
う
し
の
響
き
を
試
み
て
く
だ
さ

い
。業

た
て
形
式
に
限
る

一Ｆ



Ｌ

一

且

一

漢

字

条

幅

規

定
　
初
段
以
上
　
【
四
月
二
十
日
締
め
き
り
】

用
紙
　
小
画
仙
紙
半
切

漢

字

条

幅

規

定
　
秀
級
以
下

【
四
月
二
十
日
締
め
き
り
】

用
紙
　
小
画
仙
紙
半
切

西

林

乗

宣

選

書
　

　

　

習

い
方

解

説

！
■
■
十
■
■
■
■
■
！　

　

　

　

　

西

林

●
ｉ
ヽ

翻
！！！！！！！
ｉ

ｌ

！！！！！！

餓
！脚
！越書体

Ｈ
自
由

書
体
Ｈ
自
由

広

瀬

舟

雲

選

書

乗

宣

担
当
の
最
後
に
な
り
ま
し
た
。

行
と

草
を
織
り
交
ぜ
た

一
般
的
な
作
品
で
す
。

条
幅
の
章
法
は
、

静
か
に
ス
タ
ー
ト

し
、

徐
々
に
盛
り
上
げ
、

二
行
日
の
上

２

●
３
字
は
渇
ら
し
、

そ
の
あ
と
墨

つ

ぎ
を
し
て
山
場
を
、

そ
し
て
静
か
に
お
さ

め
る
―
で
す
。

よ
く
ど
の
字
も
皆
頑
張

っ

た
り
、

小
さ
い
半
切
に
二
か
所
も
三
か

所
も
伸
ば
す
人
が
お
り
ま
す
が
、

相
殺
さ

れ
て
マ
イ
ナ
ス
で
す
。

半
切
程
度
で
は
伸

ば
す
の
は
せ
い
ぜ
い

一
か
所
で
十
分
で
す
。

習
い
方
解
説
　
内

広

瀬

舟

雲

ま
と
め
と
し
て
、

躍
動
す
る
線
と
繊

細
な
線
の
組
み
合
わ
せ
、

文
字
の
大
小
、

墨
の
潤
渇
を
は
っ
き
り
さ
せ
る
な
ど
い

ろ
い
ろ
な
要
素
を
複
合
的
に
取
り
入
れ

て
み
ま
し
た
。

再
度
、

騰
宅
報
を
用
い

ま
し
た
。

穂
先
で
紙
を
切
る
よ
う
に
し

て
書
く
と
細
く
鋭
い
線
が
出
ま
す
。

濃

墨
で
運
筆
す
る
と
期
宅
製
と
同
様
に
飛

白
が
現
れ
、

複
雑
に
筆
先
が
絡
み
合

っ

た
味
わ
い
深
い
か
す
れ
が
生
じ
ま
す
。

一Ｆ

蘇
！眠
愁
鶴
！ぱ
赫
粋
端
路
！＝
縁

一　
！！一一群一韓
　
打
　
！！盤
　
　
一

春
眠
不
覺
暁
　
虎
庭
聞
時
鳥
　
夜
来
風
雨
撃
　
花
落
知
多
少

（唐
詩
）

（春
眠
暁
を
覚
え
ず
　
処
処
時
鳥
を
聞
く
　
夜
来
風
雨
の
声
　
花
落

つ
る
こ
と
知
る
多
少
）

ギ一
一！！！一！一ユ

瑠
！！！！！！！！！！！！！一！！！！！！！！！打

低

恥
一，
・！ヽ
！！一
ガ
亀
！！！！瑠

天
門
中
断
（断
）
楚
江
開
　
碧
水
東
流
至
北
廻

（李
白
）

（天
門
中
断
し
て
楚
江
開
く
　
碧
水
東
流
北
に
至
り
て
廻
る
）

鱒
ｉ
キ
一“

可|



ベ
　
ン
　
字
　
規
　
定

　

【
四
月
二
十
日
締
め
き
り
】

騨
蹴
鞠
朗
鮒闘
銚
攣
鞘
離
鋼
鋼
柵

辮
¨̈̈！翻
！̈！一̈！一一鞘
縦
一̈一！̈帥̈！̈！辮
酬襴
巾鮒
襴

ン
！̈̈！一襴
”躙
鞘
！̈̈̈剛
鞘
！一一！襴
帥襴
冊
翻
襴
”辮
帥ン
帥辮

ン
一̈翻
鞘
鑑
！̈辮
艦
餓
離
辮
柵
一！鞘
酬
帥̈辮
棚

程

，Ｈ・官

辮
！一̈一襴
離
観
鞠
”縄

ン
ン
ヽ

用
紙
Ｈ
は
が
き
の
大
き
さ
、
白
色
の
も
の
、

黒
イ
ン
ク
使
用
の
こ
と

1壽]
i軽i

欝

〔鞘
鞘掛! 翻!

鮒
石

井

明

子

選

書

・督

勢

習
い
方
解
説
　
内

石

井

明

子

徒
然
草
は
、

中
学
、

高
校
で
も
触
れ
、

か

な
の
学
習
者
は
基
本
を
学
ん
だ
後
の
腕
な
ら

し
に
よ
く
使
わ
れ
る
手
本
で
す
。

親
し
み
易

い
所
を
葉
書
大
に
ま
と
め
て
み
ま
し
た
。

や
さ
し
い
字
形
を
用
い
、

二
字
連
綿
ま
で

使
用
し
ま
し
た
。

連
綿
は
速
書
き
の
た
め
の

実
用
の
意
味
と
、

視
覚
的
に
美
し
い
流
れ
を

ね
ら
う
意
味
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
ぎ
こ

ち
な
く
な
る
よ
う
で
し
た
ら
無
理
を
せ
ず
、

一
字
ず
つ
を
丁
寧
に
大
切
に
書
い
た
方
が
よ

い
で
し
ょ
う
。

内
容
の
よ
い
詩
歌
や
文
章
等
を
書
い
て
い

く
う
ち
に
、

硬
筆
の
作
品
は
、

毛
筆
に
劣
ら

ぬ
芸
術
性
を
帯
び
て
く
る
と
思
い
ま
す
。

機
会
が
あ
れ
ば
、

「
か
な
の
連
綿
」
の
基

本
を
学
ん
で
く
だ
さ
い
。

硬
筆
の
字
が
必
ず

変
化
し
て
く
る
と
思
い
ま
す
。

毛
筆
だ
け
が

上
手
な
人
が
時
々
い
ま
す
が
、
そ
の
心
配
り

は
用
具
に
は
よ
ら
な
い
の
で
す
。

書
く
こ
と

の
奥
深
さ
も
楽
し
さ
も
そ
う
な
の
で
す
。

※
落
款
を
入
れ
忘
れ
な
い
よ
う
に
し
て
下
さ

い
。

（落
款
は
自
分
の
名
前
を
入
れ
て
く

だ
さ
い
。

）

柵
鞘
柵
欄書

体
――
自
由



Ｌ

一

且

一

今

月

の
…

…

…

・・・
…

恭̈
＝
フ
作
品
５４８
¨

各̈
都
総
評

Ｎ。．̈

か

な

部
　
師
範
　
小
山
　
尚
子

柔
ら
か
い
筆
を
適
格
に
用
い
、

大
き

な
呼
吸
で
起
伏
の
あ
る
リ
ズ
ム
を
練
り
、

美
し
い
墨
法
も
相
侯

っ
て
見
事
な
作
。

◎
か
な
部
総
評
　
比
較
的
硬
い
毛
筆
の

細
字
の
筆
は
、

お
ろ
し
方
が
足
り
な
い

と
早
く
か
す
れ
た
リ
ギ
ス
ギ
ス
し
ま
す
。

筆
を
再
度
見
直
し
た
い
。

　

（洋
子
評
）

！
■
格
盟

？

■

！争

一掛

Ｈ賂
竹

！！
！！！！！！！！！！！！　

　

　

　

を

！　
！！
！
！　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
８
　
　
！

漢
字
条
幅
部

師
範

阿
部
　
恵
泉

潤
渇
の
バ
ラ
ン
ス
よ
く
安
定
し
た
作
。

行
書
を
主
体
に
し
た
展
開
は
無
理
が
な

く
、

品
よ
く
ま
と
ま

っ
た
。

◎
漢
字
条
幅
部
総
評
　
下
級
７
文
字
表

現
は
や
や
難
し
か

っ
た
か
。

粗
さ
目
立

つ
も
の
多
し
。

上
級
の
二
行
書
き
を
含

め
練
度
高
い
作
を
望
む
。

　

（大
雲
評
）

！宅

↓
！

！‐‐幹
赫
絲
幣

！！ｉ
ｒ
ｉ■

■
佐
耳
が
！！・！・者
税

一「

務
母
解
航
竹
稼
■
！転

協
ｆ
盗
！ね

軽
冴
品
代
グ
一
・！！！！！！！！一！核
を

現
代
詩
文
書
部

特
選

鈴
木
　
香
生

紙
を
切
る
よ
う
な
鋭
い
線
質
で
作
品

構
成
も
良
く
、

白
が
美
し
い
。

錬
度
の

高
い
運
筆
で
風
格
が
あ
る
。

◎
現
代
詩
文
書
部
総
評
　
今
月
は
全
体

的
に
誤
字
作
品
が
多
か

っ
た
。

気
を
引

き
締
め
る
事
。

　
　
　
　
　
（素
雪
評
）

！お
キ
館
■
４

か
な
条
幅
部

師
範

栗
原
　
信
子

粘
度
の
強
い
線
が
し
な
や
か
に
伸
び
、

布
置
の
よ
さ
に

一
層
深
い
味
わ
い
を
感

じ
さ
せ
ま
す
。

落
款
印
が
美
し
い
。

前
衛
書
部
　
特
選
　
馬
場
　
孝
子

濃
墨
で
の
線
の
切
れ
味
冴
え
て
、

大

作
の
感
あ
り
見
事
で
す
。

◎
前
衛
書
部
総
評
　
一剛
衛
書
で
も
大
切

な
の
は
線
で
あ
り
普
段
の
古
典
古
筆
の

勉
強
の
中
か
ら
生
ま
れ
て
く
る
こ
と
を

念
頭
に
入
れ
て
制
作
を
。

　

（如
水
評
）

◎
か
な
条
幅
部
総
評
　
全
般
に
墨
量
の

変
化
が
乏
し
く
、

墨
色
が
冴
え
な
い
も

の
が
多
か

っ
た
。

落
の
誤
字
多
く
残
念
。

字
は
正
確
に
。

墨
汁
厳
禁
。

（明
子
評
）

ベ
ン
学
部
　
師
範
　
西
村
　
桂
苑

沈
静
し
た
線
で
書
き
伸
び
や
か
さ
も

あ
る
。

品
位
あ
り
し
み
じ
み
と
深
い
味

わ
い
と
ゆ
と
り
を
感
じ
る
、

優
美
作
。

◎
ベ
ン
学
部
総
評
　
課
題
訂
正
が
あ
り

ま
し
た
が
殆
ど
世
紀
末
で
し
た
。

６０
回

展
前
で
す
が
各
自
研
鑽
な
さ
れ
充
実
の

作
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。

　

（京
華
評
）

！
安
！作
が
進
び
夕
■
！！！！―！―！！
ぁ！！！！‐！ヤ
！！ほ
■
！

≡
一
！！■
■
Ｐが
、瑳

谷
一″
一
本
！す
は
下

蕩
！！！一！！！！一を
！た
ネ
，８
！補
！！！務
分
一，ど
■
！

終
ｔ
ｉｔ
■
務
ヶ
キ
■
ｉ
＝
■
■
一

！！
４
孫
按
ど，
！！！！務
経
“
単
！
！

漢

学

部
　
師
範
　
米
倉
　
撃
香

お
お
ら
か
に
、
ど

っ
か
り
と
坐

っ
た

豊
か
さ
が
よ
い
。

顔
法
の
呼
吸
を
自
分

の
も
の
に
し
て
安
定
感
が
あ
る
。

◎
漢
宇
部
総
評
　
よ
く
練
習
で
き
て
書

き
込
ん
で
い
る
人
は
安
心
し
て
見
ら
れ

る
。

「
習
う
よ
り
慣
れ
ろ
」
と
い
う
。

練
習
量
は
多
い
程
よ
い
。

　

（春
洋
評
）

一Ｆ



Ｌ

一

且

一

今
月
の特

別

研

究

部

（岩

鈴

木

白

鵞

「
萌

え
」

◆
濃
墨
の
歯
切
れ
の
よ
い
沈
ん
だ
線
質
が
魅

力
、

左
の
余
白
が
輝
い
て
美
し
い
。

右
辺
の

縦
画
の
渇
筆
も
よ
い
。

上
下
の
左
右
の
横
画

少
し
計
算
し
す
ぎ
た
か
も
…
。

　

（春
洋
評
）

優

秀

作

晶

（特
選
）

韮:募|1革電日配単辞

鈴

木

白

鵞

書

伏∋

◆
中
心
部
の
質
感
あ
る
墨

線
が
存
在
感
を
示
す
。

や

や
右
に
重
心
を
お
き
、

左

方
に
空
間
を
と

っ
た
構
成

は
成
功
し
て
い
る
。

下
方

の
細
い
横
線
は
力
弱
い
感

あ
り
。

　

　

（大
雲
評
）

◆
中
心
の
円
が
作
品
全
体

を
引
き
締
め
て
い
る
。

唯

こ
れ
を
引
き
立
て
る
細
線

の
位
置
に
考
え
を

つ
い
や

し
た
の
で
は
？
　
線
の
動

き
に
少
し
迫
力
が
欠
け
た

感
が
す
る
。

　

（倫
子
評
）

◆
重
厚
な
筆
の
動
き
が
、

込
め
る
思
い
の
強
さ
を
感

じ
さ
せ
ま
す
。

左
上
の

一

画
の
置
き
方
が
効
果
的
で
、

余
白
を
美
し
く
し
ま
し
た
。

題
名
は
文
字
か
ら
の
ヒ
ン

ト
？
　
　
　
　
（明
子
評
）

＝
鞘
“！料
！■
鮒
一一鞘
材
一̈轄
干
一乱
ｉ

◆
明
る
い
細
線
の
響
き
が
美
し
い
。

左
右
の

余
白
が
輝
い
て
い
る
感
あ
り
、　

一
行
書
の
表

現
と
し
て
成
功
し
て
い
る
。

落
款
の
バ
ラ
ン

ス
も
よ
い
。

印

一
考
を
。

　
　
　
（大
雲
評
）

◆
呼
吸
が
伝
わ
っ
て
く
る
よ
う
な
巧
み
な
墨

つ
ぎ
見
事
で
す
。
こ
れ
だ
け
の
句
を

一
行
に

ま
と
め
て
自
然
に
鑑
賞
さ
せ
て
く
れ
る
力
の

強
さ
は
筋
が
通
っ
て
い
て
立
派
。

（倫
子
評
）

一■
酷
鞘
颯
輔
一！品
型̈
離
柵̈
”鞘
一

◆
た
ゆ
た
い
な
が
ら
、

筆
を
遊
ば
せ
、

総
体

と
し
て
筋
の
通
っ
た
力
強
い
作
品
で
す
。

立

体
に
感
じ
ら
れ
る
作
品
の
む
こ
う
に
銀
色
が

見
え
て
美
し
い
。

　
　
　
　
　
　
（明
子
評
）

◆
漢
字
と
か
な
の
組
み
立
て
と
流
れ
の
乗

っ

た

一
行
書
。

「
へ
ん
」
と

「
つ
く
り
」
の
組

み
立
て
に
工
夫
し
て
巧
み
に
余
白
を
つ
か
ん

で
明
る
い
抒
情
作
と
な
っ
た
。

　

（春
洋
評
）

阿 部 恵 泉 「銀の穂波のつづく夢」

熙
“ン””一ン
“一一熙
剛
舶
ン

阿

部

恵

泉

書

一Ｆ
一「

総

書
道
芸
術
院
は
今
回

で
６０
周
年

の
還
暦

を
迎
え
た
。

昔

の
人
は
良

い
こ
と
を
言

っ

た
も
の
で
再
生

の
意
味
を
こ
め
て

「
暦
が

く
り
返
す
」
と
い

っ
た
。

書
道
芸
術
院
も

新
し
い
書

に
向
け
て
新
し
い

一
年
を
踏
み

出
そ
う
と
し
て
い
る
。

の
方
が
多
く
熱
気

の
こ
も

っ
た
作
も
あ
る

が
、

新
人
の
方
の
出
品
を
期
待
す
る
。

現
実

の
問
題
と
し
て
新
し
い
書

の
創
造
に

は
時
間
を
要
す
る
が
、
く
り
返
し
の
中
か

ら
は
作
品
は
生
ま
れ
て
こ
な
い
。

初
め
の

一
歩
な
く
し
て
は
ゴ
ー
ル
も
ま
た
な
い
と

思
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（蒼
玄
）

〈特
選
候
補
者
〉

漢
　
華
祥
　
安
藤
　
華
祥

漢
　
墨
宣
　
狩
野
　
廣
洲

漢
　
卯
月
　
須
田
　
清
子

漢
　
墨
宣
　
大
川
　
代
香

か
　
書
泉
　
山石
崎
　
竹
渓

現
　
も
く
　
西
川
　
藤
象

現
　
炎
佳
　
佐
藤
　
華
炎

現
　
翠
苑
　
木
村
　
蕉
苑

現
　
蒼
原
　
熊
谷
　
主円
山

一刷
　
月
華
　
中
塩
　
朱
華

一剛
　
東
実
　
尾
形
　
澄
神

一剛
　
大
拙
　
荒
木
　
孫
功

師所
　象吟湖耐２２９０鶏
の（鰈碑ギか
つ５が切神Ｆ　　肺　韓蓮　朕劇
明 青
美 蓮



Ｌ

一

旦

一

「
石
火
光
中
」

◆
筆
の
も
ち
味
を
充
分
に
生
か
し
、
ま
た
墨

色
に
反
映
さ
れ
て
い
る
。

上
の
石
の
ス
ケ
ー

ル
の
大
き
さ
が
光
で
止

っ
て
し
ま
う
感
が
す

る
。
こ
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
て
。

（倫
子
評
）

◆
長
鋒
を
存
分
に
操
り
、

墨
色
の
研
究
に
余

念
が
な
く
、

佳
境
に
入
っ
た
雰
囲
気
は
、
も

の
づ
く
り
の
一
人
と
し
て
は
羨
し
い
。
さ
ら

に
狂
気
に
向

っ
て
ほ
し
い
。

　
　
（明
子
評
）

◆
宿
墨
、

長
鋒
の
味
わ
い
十
分
。

軽
快
で
明

朗
な
筆
の
遊
び
も
よ
い
が
、

遊
び
は
遊
び
。

技
を
殺
し
た
生
き
様
の
見
え
る
作
品
を
拝
見

し
た
い
と
思
う
の
は
私
だ
け
か
。

（春
洋
評
）

◆
明
る
い
青
淡
墨
の
味
わ
い
が
直
線
を
主
体

と
し
た
表
現
に
冴
え
を
与
え
て
妙
。

や
や
軽

す
ぎ
る
感
あ
り
。

長
鋒
筆
の
破
筆
に
も
う
少

し
く
い
込
み
が
あ
れ
ば
と
思
う
。

（大
雲
評
）

千

葉

紅

雪

書

「
麦

わ

ら
ぼ
う
し

は
…
」

◆
奇
を
衡
う
こ
と
な
く
、　

一
見
淡
々
と
表
現
さ
れ
た
自
由
さ

が
好
ま
し
い
。

潤
渇
は
自
然
な
リ
ズ
ム
を
作
り
、

字
粒
の
変

化
が
見
事
。

巧
ま
ず
し
て
生
ま
れ
た
の
か
？

　

　

（明
子
評
）

◆
濃
墨
を
沈
め
て
坦
々
と
書
き
進
め
る
。

潤
渇
の
構
成
も
自

然
で
明
る
い
。

平
凡
な
中
に
滋
味
の
あ
る
作
品
と
な
っ
た
。
　
　
一

人
生
や
書
に
対
す
る
姿
勢
に
共
鳴
す
る
。

　
　
　
　
（春
洋
評
）

◆
素
直
な
書
き
ぶ
り
は
自
然
な
変
化
を
醸
し
出
し
て
楽
し
い

作
で
あ
る
。

潤
渇
の
変
化
が
紙
面
に
リ
ズ
ム
を
与
え
、

左
右

の
余
白
と
響
き
合

っ
て
爽
や
か
な
作
と
な
る
。

　

（大
雲
評
）

◆
体
が
動
き
出
す
よ
う
な
墨
の
変
化
は
書
く
人
の
心
に
歌
が

乗
り
移

っ
て
い
る
よ
う
。

印
の
位
置
も
作
品
全
体
に
し
ま
り

を
つ
け
る
よ
う
に
ビ
リ
ッ
と
決
ま
っ
て
い
る
。

　

（倫
子
評
）

千

葉

紅

雪

雷揖魯

倉 撃 香

米

倉

撃

香

書

工

藤

山

房

書

工

藤

山

房

曇想爵「
芽

ぶ
き
」

◆
線
の
動
き
の
中
に
速
さ
を
感
じ
る
所

と
、

反
面
ゆ
る
や
か
に
収
め
て
あ
る
所

が
あ
り
横
の
流
れ
を
上
手
に
表
現
見
事

で
す
。

押
印
を
も
う
少
し
丁
寧
に
し
て

く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
（倫
子
評
）

◆
左
か
ら
右
へ
の
リ
ズ
ム
は
重
厚
さ
と

共
に
渇
筆
に
よ
る
明
る
さ
が
調
和
し
て

明
解
な
作
と
な
っ
た
。　

一
気
呵
成
に
気

晩
こ
め
た
運
筆
は
冴
え
が
あ
り
快
作
。

（大
雲
評
）

◆
力
強
い
発
筆
か
ら
冴
え
た
線
を
駆
使

し
て
快
調
に
書
き
進
め
る
。

右
辺
終
盤

は
静
か
さ
も
あ
る
造
形
、

横
長
の
構
成

と
し
て
成
功
し
た
作
。

　
　
（春
洋
評
）

◆
題
名
か
ら
は
色
々
な
こ
と
が
想
像
さ

れ
ま
す
。

小
さ
な
所
に
目
を
向
け
な
が

ら
の
表
現
で
す
が
、

私
に
は
天
翔
け
る

龍
に
見
え
ま
す
。

織
細
さ
と
大
胆
さ
が

美
事
。　

　
　
　
　
　
　
　
（明
子
評
）

一Ｆ
一「
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!漢 字 研 究 部 !

i (孔 子廟堂碑) i

選評 名  越  蒼  竹

今月のホープ作品

祐 ナll 瑞 岳

鱗
器̈
一

！辮
＝銚
“

郷
”鞘

靴
鶴
揺
“■

熙

ン

i襴!離!

i欝:

幽 愛 抱 洋 由 雅

景 子 遊 子 規 子

朱 磨 華 岳 郁 香

沙 雨 祥 峰 子 月

鶴
騨
辮

漢
学
研
究
部
　
特
選
　
祐
川
　
瑞
岳

整
斉
で
緩
み
の
な
い
字
形
と
運
筆
で
あ
る
。

穏
や

か
で
は
あ
る
が

一
点

一
画
が
ゆ
る
ぎ
な
く
、

骨
力
充

実
。

鋼
鉄
を
真
綿
で
包
ん
だ
よ
う
な
線
質
は
、

原
帖

の
本
質
を
見
事
に
と
ら
え
て
い
る
。

「
し
ん
に
ょ
う
」

の
二
画
目
に
迷
い
が
見
ら
れ
る
の
が
惜
し
い
。

◎
漢
字
研
究
部
総
評

孔
子
廟
堂
碑
は
特
長
が
出
し
に
く
い
。
た
だ
形
を

整
え
る
だ
け
で
は
他
の
初
唐
の
楷
書
と
変
わ
り
が
な

く
、

穏
や
か
さ
と
上
品
さ
を
表
現
し
よ
う
と
す
れ
ば

弱
さ
に
つ
な
が

っ
て
し
ま
う
危
険
性
も
あ
る
。

要
は

始
筆
と
終
筆
を
穏
や
か
に
し
な
が
ら
も
、

送
筆
部
を

い
か
に
充
実
さ
せ
張
り
の
あ
る
も
の
に
表
現
で
き
る

か
が
ポ
イ
ン
ト
で
あ
ろ
う
。

拓
本
に
よ
っ
て
は
気
脈

が
切
れ
、

甘
い
線
質
の
も
の
が
あ
る
の
で
、

そ
の
選

び
方
も
重
要
と
思
わ
れ
る
。

臨
書
に
は
原
帖
に
対
す

る
真
率
な
態
度
が
必
要
で
あ
る
と
肝
に
銘
じ
た
い
。

轟難|
春 美 清 千 千 晃

恵 鶴

峰 芳 子 美 子 石

淑 澄 政 松

子 仙 子 鳳

紫

勲

翠

隅
ン̈
ヽ
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一花
功
拡
ぞ
義
，
夕
拓

そ
十
分
，
４
な
十
Ａ

ヤ
毛
！！一一抑
■
十
ケ
名
ｒ，
子
一

！を
み
イ
■
と
み
竹
！
！
■
！

ん
４

吃

！～
，
す
托
Ｆ
摯
ｆ
な
ど
，
と
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ｉ■
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ダ
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本
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■
■
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■
■
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を
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門
脇
　
信
子

吉
田
　
佑
子

驚
山
美
佐
子

星
　
　
深
雪

森
日
　
高
博

栗
原
　
倍
子

宇
田
川
春
華

鈴
木
た
え
子

川
崎
　
優
子

碓
井
　
　
弘

加
瀬
　
良
子

須
日
　
清
子

川
本
　
南
汀

天
野
あ
い
子

伊
藤
　
英
子

鈴
木
　
香
生

都
丸
み
ど
り

伊
藤
　
貴
芳

阿
部
五
百
子

伊
藤
　
寿
子

小
野
寺
久
美

深
堀
　
清
洗

堀
江
　
幸
泉

工
藤
　
香
蘭

伊
藤
　
光
子

作
津
田
　
幸
子

阪
東
　
静
子

日
比
　
湖
舟

遠
山
志
希
子

湯
本
　
桂
月

新
谷
　
嵐
泉

蓮
紅
　
千
葉
　
華
紅

群
馬
　
金
光
　
松
苑

も
く
　
森
田
　
裕
子

Ｎ
Ｈ
　
坂
本
　
み
よ

高
陵
　
熊
谷
　
悦
子

北
陸
　
西
岡
　
悦
子

書
泉
　
岡
部
　
照
芳

喜
楽
　
鈴
木
　
史
子

」晴
翠
　
百
木
野
喜
代
子

た
か
　
赤
星
　
花
影

蘭
鼎
　
末
棟
　
直
子

Ａ
Ｉ
　
藤
村
　
昌
子

大
阪
　
久
次
米
良
重

Ｎ
Ｈ
　
伊
藤
　
良
佑

大
阪
　
徳
田
　
萩
峯

幕
張
　
藤
木
　
素
影

声
香
　
米
倉
　
撃
香

京
華
　
五
十
嵐
華
葉

大
阪
　
後
藤
多
喜
子

豊
田
　
小
野
寺
玉
華

大
阪
　
一目
田
　
萩
彩

秀
水
　
福
島
和
歌
子

梨
雪
　
本
岡
　
梨
桜

三
鷹
　
後
藤
　
祥
子

千
葉
　
村
田
　
笑
華

竜
泉
　
田
辺
　
豊
龍

石
習
　
松
丸
　
愛
石

こ
だ
　
梅
原
　
虹
祥

秀
峰
　
飯
島
　
東
華

正
華
　
宮
崎
　
愛
美

大
阪
　
福
本
真
生
子

竜
泉
　
高
橋
　
雅
泉

大
雲
　
小
見
川
碧
洋

椿
翠
　
小
林
　
晃
代

佳

作

大
雲
　
朝
倉
　
爽
陽

正
華
　
木
原
　
輝
子

大
雲
　
磯
貝
　
清
耀

英
峰
　
佐
藤
　
桂
香

彩
　
　
岸
田
　
東
子

千
葉
　
足
立
　
万
秀

泉
会
　
辻
　
　
洋
子

明
漢
　
吉
田
千
鶴
子

高
真
　
山石
上
　
郁
子

治
田
　
鳥
本
　
麻
子

大
阪
　
角
倉
　
育
子

澄
春
　
宇
井
　
楠
麗

如
月
　
成
澤
　
裕
子

大
阪
　
飯
田
　
恵
萩

も
く
　
新
井
　
幾
代

椿
翠
　
竹
森
　
弓
子

筑
桜
　
伊
藤
　
悦
子

椿
翠
　
平
井
　
栄
子

大
雲
　
福
川
　
和
香

筑
桜
　
笠
松
史
恵
子

大
雲
　
森
下
　
祥
泉

平
農
　
青
木
　
琴
相

京
橋
　
堀
川
　
魯
春

竜
泉
　
後
藤
　
良
泉

調
布
　
下
畑
　
紅
意

長
月
　
杉
浦
　
菊
枝

青
峰
　
山石
田
　
泉
漢

こ
だ
　
大
石
　
星
祥

秀
峰
　
一高
橋
　
幸
苑

こ
だ
　
小
島
ふ
み
子

石
習
　
関
矢
　
愛
泉

紅
苑
　
茂
木
　
真
蘭

石
習
　
内
田
　
皓
泉

硯
水
　
宮
澤
　
草
秋

英
峰
　
吉
瀬
　
彩
雨

玉
松
　
小
川
　
彩
香

詢
扇
　
植
木
　
清
雪

帝
塚
　
木
村
　
筆
遊

翠
吟
　
近
藤
　
閑
窓

仙
台
　
高
橋
　
敏
子

竹
扇
　
河
岡
　
星
扇

正
華
　
星
野
美
佐
枝

泉
会
　
鈴
木
マ
リ
子

三
嶋
　
敏
子

霜
月
　
藤
原
　
節
子

湘
南
　
小
嶋
　
路
子

竜
泉
　
泉
水
　
龍
栄

四
谷
　
木
原
　
尚
子

秀
水
　
高
橋
　
初
江

誠
和
　
鵜
澤
　
琴
舟

入
　
選

千
葉
　
湯
本
　
植
子

佐
藤
　
香
芳

小
林
　
芳
萩

羽
片
　
勇
子

薄
田
　
春
緑

松
佐
　
白
鈴

富
澤
理
恵
子

森
　
　
傑
城

真
庭
タ
ケ
ミ

菊
田
　
杏
仙

小
野
　
萩
光

内
藤
　
古
塘

森
田
　
銭
昭

荒
木
　
孫
功

神
野
　
萩
碧

中
山
　
尚
子

押
山
　
純
子

青
木
江
理
子

浅
見
由
紀
子

宮
内
　
幸
平

君
島
　
　
勲

今
村
　
貴
泉

吉
田
　
翠
綾

近
池
　
柳
芳

岩
澤
　
幾
子

秋
山
　
壽
久

猪
又
　
理
扇

片
山
　
を不
夫

吉
田
　
　
祐

本ヽ
田
　
時
子

大
槻
　
幸
江

楠
　
　
和
心

香
浦
　
文
江

細
村
　
貴
子

沖
　
佐
和
子

田
中
　
幹
子

池
田
　
尚
古

柴
　
　
翠
泉

斉
藤
　
早
苗

河
合
　
敬
子

中
澤
　
雅
子

今
関
　
心
華

藤
島
　
純

一

山
口
　
幽
香

村
山
　
龍
峰

飯
高
　
幹
生

上
原
　
岳
峰

加
藤
　
龍
恵

橋
本
　
田
和

木
内
　
志
龍

近
藤
　
松
春

泉
水
　
龍
宝

猪
瀬
　
玉
瑛

高
野
　
主早
治

岸
本
　
康
子

高
野
　
杏
華

青
青
　
林
　
　
雙
鶴

桂
月
　
小
川
　
輝
峯

金
陵
　
阿
部
　
菜
華

竜
泉
　
後
藤
美
知
子

藤
　
　
高
野
　
昌
蘭

竜
泉
　
旦
（　
　
豊
美

秀
水
　
小
野
里
和
子

誠
和
　
石
崎
　
上員
子

皓
映
　
中
井
　
祥
映

蒼
原
　
吉
田
　
景
嘩

京
橋
　
西
村
　
桂
苑

土
気
　
平
山
　
優
子

澄
春
　
芹
澤
　
澄
率

土
気
　
臼
井
　
綾
乃

八
雲
　
七
際
　
裕
美

福
山
　
岡
本
　
真
峰

霜
月
　
小
池
　
桂
子

も
く
　
西
川
　
藤
象

炎
佳
　
佐
藤
　
華
炎

正
幸
　
永ヽ
井
　
宏
枝

藤
　
　
八
重
樫
漢
泉

正
華
　
石
橋
　
知
子

生
大
　
山
口
　
　
毅

東
小
　
佐
久
間
節
子

八
街
　
熱
田
　
紅
彩

帝
塚
　
板
倉
　
筆
洲

北
陸
　
吉
田
十
四
子

大
阪
　
野
々
山
萩
錦

こ
だ
　
小
泉
真
砂
子

竜
泉
　
土
谷
　
育
子

大
雲
　
高
橋
　
侑
豊

大
阪
　
漬
野
　
琴
爽

帝
塚
　
横
井
　
正
江

洞
書
　
川
島
　
澄
仙

大
阪
　
宮
坂
　
萩
庭

竹
馬
　
山石
崎
　
悠
夙

大
阪
　
玉
岡
　
萩
翠

千
字
　
水ヽ
守
　
　
薫

八
街
　
栗
原
恵
美
子

幕
張
　
松
島
　
率
舟

遊
雲
　
西
澤
　
彩
峰

千
葉
　
河
野
　
恵
子

八
街
　
田
中
　
清
香

五
葉
　
森
田
　
陸
子

澄
春
　
齋
藤
　
率
香

渡
辺
　
田
口
ふ
み
子

館
山
　
小
山
　
笙
洋

大
雲
　
梶
川
　
紘
苑

英
峰
　
田
中
　
蒼
子

竜
泉
　
鈴
木
　
道
竜

秀
峰
　
河
連
　
明
率

竜
泉
　
土
谷
ま
つ
江

石
習
　
犬
飼
　
道
石

竜
泉
　
牧
野
　
毬
子

石
習
　
牛
丸
　
美
石

選
外
２７５
名
氏
名
略

1___翌野叫__」
選評 黒  川  江 偉子

今月のホープ作品

門 脇 信 子

；
予
夕
協
サ
執
材
料
協
！一！！一！】，
そ
ヤ”
一

旅
サ
■
釜
な
幹
掛
鶏
！！＝
存
一

一■
■
！！！！４
！ネ
！！一！ｉ一
！一よ
象
↓一●
ｔ
，

一４
み
々
■
チ
ひ
竹
！
！
！
一

一■
■
■
■
！
■
！
■
■
■
■
■
無
一！！！！≡
一じ
ね

一
，
す
４
一珍
■

々
一〓
モ

郭

一４
！
ヽ
れ
″
！
へ
〔
付
■
■
，

再
ｔ
ち

４

！オ
ニ

ろ

，
岳

‐！―ャー！

ィ
■
″
十
■
あ
る
Ｚ
！
■
■
一

か
な
研
究
部
　
特
選
　
門
脇
　
信
子

秋
萩
帖
の
深
い
ゆ
っ
た
り
と
し
た
線
が
、

見
る
ほ
ど
に
、

強
く
、

美
し
く
訴
え
か
け
て
き
ま
す
。

墨
色
、

形
、

布
置
、

申
し
分
の
な
い
見
事
な
作
と
思
い
ま
す
。

◎

か

な

研
究

部

総

評

全
体
的
に
よ
く
勉
強
さ
れ
て
い

る
と
思
い
ま
し
た
が
、

二
行
日
の

「
さ
と
」
の

「散
」
が
、

誤
字
が
多
く
見
ら
れ
、

必
ず
、

使

っ
て
あ
る
字
を
確
認
し
て

書
か
れ
る
よ
う
に
充
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

！　

¨

密
戦
耗
挽
弾

！ケ
一！一■
″
，ド核
屯
馬

な
み
竹
■
４
】６
宅
　
！
！！
！

一物

協

楊

跡

鯉

棚

甲

！
！

難

佐

打

！チ
み
！！！！…―…！！！―！！！！！！！

！
み
な
■
十
■
■
！　
深

　

雪

■■
■
■
■
■
■
■
■
≡
■
！
Ｆ
ｉｉｔｉ！ｉｔ
ｉｌｌ１１１１ｉ！！…■
■
■
■
！

≡を

そ

一る

ユ

，

３

一を
，
一ぺ
を
あ
ど
（！冶
，
，
な

，
れ
う

あ
≡
一を
る
わ
■

！‐】！！！

！レ
み
子
１
と
い
名

！
■
■

た

え

子

優

　

子

弘

秀
水

京
橋

大
雲

椿
翠

竜
泉

卯
月

澄
春

道蘭
鼎

前
橋

正
華

卯
月

広
島

卯
月

正
華

香
月

五
葉

調
布

玉
葉

Ａ

Ｉ
安
波

澄
春

木
曜

詢
扇

こ
だ

秀

卯
月

五
葉

玄
翠

玉
葉

霜
月

卯
月

春 信 龍

華 子 博

南 清 良

汀 子 子

特
　
選

暮響震暮貢霜貢襲寅議2麓暮雇2嬰奎薩果望摸弄整弄望垂曇窪曇垂集嚢読晃責笑暮察属譲異譲益申篤譲響塞曇衰譲懸臭校器

一Ｆ
一「

か

な

研

究

部

成

績

発

表



Ｌ

一

―
引
―

且

一

「
一「

春
季
作
品
募
集
は
、左

記
の
通
り
で
す
。

漢
　
　
字
　
一
種
、

二
種

か

　

な
　
一
種
、

二
種
、

三
種

漢
字
条
幅
　
一
種
、

二
種
、

三
種

か
な
条
幅
　
一
種
、

二
種

ベ
　
ン

字
　
一
種
、

二
種

漢
字
、

か
な
条
幅
、
ベ
ン
字
の
三
種
は
、

秋
季
募
集
と
な
り
ま
す
。

二
、

応

募

資

格

・
一
人
で
幾

つ
の
部
に
も
応
募
で
き
る
。

・
第

一
種

現
在
級
が
優
級
～
１０
級
、

新
規

・
第
二
種

現
在
級
が
初
段
～
３
級

（４
～
１０
級
の
方
は
受
験
で
き
な
い
）

・
第
二
種

現
在
級
が
準
師
範
～
秀
級

（優
級
以
下
の
方
は
受
験
で
き
な
い
）

三
、

課
題
キ基
子
と
口妃
紙

（
却
離
取
狩
弗
輸
軸
）

※
漢
字

・
か
な

・
漢
宇
条
幅
の
臨
書
作
品

は
３
月
号
∧
今
月
号
５５‐
号
Ｖ
写
真
掲
載

の
中
か
ら

〔指
定
文
字
数
〕

を
隠

書
。

第
二
種

（計
二
枚
）

指

臨
書
　
孟
法
師
碑

（指
定
箇
所
よ
り

４
文
字
を
臨
書
）

行

創
作
　
春

鳥

暢
二軟

情
・

よ
き
春
に
鳴
く
鳥
の
声
を
聞
い
て
歓
楽
の
情
を
舒
暢

す
る
。

ヽ

朝

て
長
に
使
用

・
か
な
部
創
作
は
、

か
な

・
漢
字
変
更
自
由
。

第

一
種

高
野
切
第

一
種

（半
紙

一
枚
に
指
定
の
歌
を
二
首

書
く
）

第
二
種

（計
二
枚
）

臨
書
　
和
漢
朗
詠
集

（半
紙

一
枚
に
指
定
の
歌
を
二
首
書
く
）

創
作
　
山石
す
べ
る
水
に
う
つ
ぶ
す
椿
か
な

（高
野
素
十
）

第
二
種

（計
三
枚
）

臨
書

高
野
切
第
二
種

（半
紙

一
枚
に
指
定
の
歌
を
二
首

書
く
）

臨
書
　
寸
松
庵
色
紙

（半
紙

一
枚
に
指
定
の
歌
を

一
首

書
く
）

。
た
て
‐２
．
７

側
×
よ
こ
‐２
．
４

側
の
枠

（原

寸
の
大
き
さ
）
を
半
紙
に
書
い
て
、

そ
の
中
に
書
く
こ
と
。

・
落
款
は
右
枠
内

・
外
ど
ち
ら
で
も

可
。

・
別
紙
を
裁
断
し
て
貼
付
は
不
可
。

創
作
　
見
渡
せ
ば
比
良
の
高
嶺
に
日
消
え
て

若
菜
つ
む
べ
く
野
は
な
り
に
け
り

（平
兼
盛
）

第

一
種

公

枚
）

惜
ま
た
は
行

創
作
　
楽

意

在
二泉

石
・

（呉
泰
末
）

我
が
楽
し
む
物
事
は
山
水
の
景
に
在
る
。

第
二
種

（計
二
枚
）

楷

臨
書
　
顔
勤
礼
碑

（指
定
箇
所
よ
り

招
ノ文字
を
臨

〓・
書
やた
せ事

行

創
作
　

一
呼

時

鳥

破
二春

寂

・

致

貼

落

花

生
二暮

寒

・

（翁
朗
）

た
だ
一声
鳴
い
た
鳥
ば
春
の
寂
し
さ
を
破
り
、

二
、

三
点
散

り
そ
あ
王
落
花
は
端
な
く
０
夕
暮
の
寒
さ
を
起
こ
し
た
。

第
二
種

（計
三
枚
）

惜

創
作
　
緑

池

春

暖

欣
二魚

出

・

翠

帳

風

和

見
二鶴

翔

一

氷
が
解
け
て
緑
が
生
じ
た
池
は
春
暖
か
で
魚
が
遊
泳
す
る
の
を
喜

び
、

み
ど
り
の
と
ば
り
に
は
風
や
わ
ら
か
に
吹
い
て
ａ
が
遊
ん
で

い
る
。

行

臨
書
　
集
工

（字
）
聖
教
序

（指
定
筒
所
よ
り
２０
字
を
臨
書
）

草

臨
書

書

譜

（指
定
箇
所
よ
り
１４
字
を
臨
書
）

剛剛ン剛ンン
帥脚仙柵鮮抑
＝た
て長
に

第

一
種

公

枚
）

創
作
　
窓
あ
け
て
見
ゆ
る
限
り
の
春
惜
む

（高
田
蝶
衣
）

第
二
種

（創

計
二
枚
）

創
作
　
春
の
夜
や
籠
り
人
ゆ
か
し
堂
の
隅

（松
尾
芭
蕉
）

創
作
　
た
ち
そ
む
る
霞
の
衣
う
す
け
れ
ど

春
き
て
み
ゆ
る
四
方
の
山
の
端

（藤
原
公
経
）

は
が
き

の
大
き
さ
白
紙

＝
た
て
長

に
使

用
、

黒
イ
ン
ク
使
用

（本
文
の
み
書
く
。

）

第

一
種

―

惜

　

　

（
一
枚
）

第
二
種

―
―
惜

・
行
　
（計
二
枚
）

良
■

の
書
は
、

自
作
の
持
や

和
歌
を
書
い
た
も
の
、

あ
る
い
は

手
紙
な
ど
、

い
ず
れ
も
租

々
と
し

た
筆
致
で
脱
俗
の
趣
が
あ
る
。

（出
典
＝
日
本
書
道
辞
典
よ
り
）

四
、

名
前
の
か
き
方

◎
ど
の
部
も
氏
名
ま
た
は
名
、

号
を
書
く
。

印
だ
け
で
は
失
格
、

特
に
か
な

・
ベ
ン

字
は
注
意
の
こ
と
。

五
、

受
　
験
　
料

第

一
種
　
一
、

○
○
○
円

第
二
種
　
一
一、
○
○
○
円

第
二
種
　
一二
、

○
○
○
円

◇
昇
級
試
験
用
振
替
口
座
、
ま
た
は
現
金

書
留
で
納
入
。

六
、

審
査
結
果
と
昇
級

成
績
に
応
じ
て
、

次
の
通
り
昇
級
さ
せ
る
。

第

一
種
は
、

最
高
秀
級
ま
で

第
二
種
は
、

最
高
二
段
ま
で

第
二
種
は
、

最
高
師
範
ま
で

七
、

応

募

手

続

１
　
出
品
票
は
バ
ー
コ
ー
ド
出
品
券
を
使

用
。

作
品
の
右
下
に
、　

一
枚
毎
に
つ

け
る
。

舎
一種
に
生

二
枚

つ
け
る
）

現
段
級
と
は
５５２
号
（４
月
号
）
の
段
級
。

２
　
作
品
二
枚
以
上
あ
る
時
は
、

右
上
を

ホ
チ
キ
ス
ま
た
は
の
り
で
と
め
る
。

３
　
支
部
の
方
は
、

名
簿
形
式
に
し
ま
す
。

受
付
番
号
を
い
れ
、

お
送
り
し
ま
す
。

４
　
個
人
で
受
験
希
望
の
方
は
、

④
受
験
の
申
し
込
み
を
す
る

ｏ
申
し
込
み
先

〒
皿
１

００３

千
代
田
区
東
神
田
１
１
１６
‐

７

芝
崎
ビ
ル
三
階

働
書
道
芸
術
院

書
道
芸
術
編
集
部

・
特
別
昇
級
試
験

係
（宛
）

．
８０
円
切
手
貼
付
、

住
所
、

氏
名
明
記

の
返
信
用
封
筒
を
同
封
の
こ
と
。

（受
験
番
号
を
記
入
し
た
個
人
専
用

の
応
募
書
類
を
送
付
し
ま
す
。

）

③
送
付
さ
れ
た
応
募
書
類
に
必
要
事
項

記
入
の
上
、

作
品
に
添
え
応
募
す
る
。

①
備
　
考

・
受
験
申
込
み
締
切
り
は
４
月
３０
日
。

・
応
募
書
類
は
５
月
１
日
以
後
に
発
送
。

一
、
し
め
き
り
日

５

月

２。

日
働

剛ン酬躙ン蜘半紙
＝たて長
に使用

圃
ン
剛
剛
剛
剛
剛
中
小
画
仙
紙
半
切
＝
た
て
長
に
使
用

第

一
種

全

枚
）

楷

臨
書
　
九
成
宮
醜
泉
銘

（指
定
筒
所

よ
り
４
文
字
を
臨
書
）



Ｌ

一

且

一

一Ｆ一「



昭
機
五
十
年

¨
縄

二
十
七

翌
第
二
寵
郵
硬
物
語
可

平
成
十

九
年

一
一
輝

二
十

五

隷
　
　

中

　
　

刺

平
成

十
九
年

十五

月

　

一
　

鶴
　
　

発
　
　

（付

（毎
輝

一
襲

一
封
発
行
）

害
　
通
　
け
苫
　
術

籍
貫
上

一
号

◎
郵
便
物
・清
書
・送
金
・
一
般
事
務
等
は

じ醐
東購躙師報鞠就六―七

神
鋼
遂
崎
ビ
ル
孟
贈

饉

責

書

瞳

譲

鶴

携

電
話
（〇
三
￥

一八
六
〓
一十

一
九
五
四

Ｆ
Ａ
ｘ
（〇
三
）
三
八
六
二
十

一
九
五
七

お
問
い
合
わ
せ
、
ご
連
絡
は
、

月
曜
日
～
金
曜
日
九
時
～
十
七
時
の
間
に

お
願
い
し
ま
す
。

（土
。
日
・祝
日
は
休
み
）

送

料

回
の
郵
送
料

一
一
月

二
十

五

日
印

刷

〓
一
月

　

一
　

日
発

行

定
価

　
一
部
　
と〈
五
〇
円

Ｔ
え
理

株
式
会
社

リ

ン

ク

ス

印
　
刷
　
小
沢
写
真
印
刷
株
式
会
社

春

所

働

書

道

芸

術

院

品
票

謂
略
が輔
ビ田一生
玖威

電
話

（
〇
三
と

一八
六

二
上

九
五
四

Ｆ
Ａ
ｘ

（
〇
三
】
二
八
六

二
上

九
五
七

振
替

○
〇

一
五
〇
‐
四
上

〓
一五
〇
五
八

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス
げ
さ
ｏ
く
＼
召
電
電
・】中ド
●∽
‘ｏｐ
』●
＼
りす
ｏ
的
ュ
＼

1 -
部 か
S月
9の
部 購
ま 読
で 部
の 数
一 が

1部   68円

2部   84円

3部   92円

4部  100円

5部  116円

6部  124円

7部  140円

8部  148円

9部  156円

10部以上は

送料免除

平 平
成 成

十 十
九 九

年 年

発 編

行 集

人 兼

恩

地

春

洋

一Ｆ
一「

●
締

切

日

●
規

定

部

４
月

２０

日

“輛儀評文書ド欄
｝艦維稚明は

半
紙
縦
使
用
に
限
る
、　

一
人

一
点

（両
部
門
に
出
品
で
き
る
）

●
研
究
部

（審
査
会
員
は
出
品
不
可
）

●
特
別
研
究
部

（審
査
会
見
も
出
品
可
）

●
出
品
資
格
　
高
校
生
以
上

●
月
例
競
書
作
品
出
品
の
心
得

一
、

締
切
日
必
着
厳
守

二
、

月
別
出
品
券
を
貼
付
し
て
い
な
い
バ
ー

コ
ー
ド
券
は
認
め
な
い

三
、

月
別
出
品
券
の
コ
ピ
ー
は
不
可

四
、

付
初
め
て
出
品
の
と
き
は

「新
」

働
二
回
目
出
品
の
と
き
は

「
１０
」

口
○
印
は
昇
級

（
一
級
上
の
級
を
書
く
）

口
「締
切
後
着
」

。
「段
級
不
明
」

・

「
課
題
違
反
」

・

「落
款
な
し
」

の
作
品
は
審
査
対
象
外
と
し
、

氏

名
を
掲
載
し
ま
せ
ん
。

※
▲
印
段
級
誤
記
入

バ
ー
コ
ー
ド
出
品
券
に
つ
い
て
お
願
い

＊
作
品
か
ら
は
が
れ
な
い
よ
う
に
、

右
下

に
し
っ
か
り
貼
り
付
け
て
く
だ
さ
い
。

＊
月
別
出
品
券
の
部
別
を
間
違
え
な
い
よ

う
に
貼

っ
て
く
だ
さ
い
。

（※
ス
テ
ィ
ッ
ク
の
り
は
は
が
れ
や
す
い

の
で
、

ヤ
マ
ト
の
り
を
ご
使
用
く
だ
さ
い
。）

＊
記
入
す
る
数
字
は
、

級
位
は
算
用
数
字
１
、
２
、
３
…

段
位
は
漢
数
字
　
初
、

二
、

三
…

で
書
い
て
く
だ
さ
い
。

＊
級
位
の
方
は
、

出
品
す
る
月
の
本
誌

（最
新
号
）
で
成
績
を
調
査
確
認
の
上
、

級
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

確
認
で
き
な

い
と
き
は
、

現
在
級
を
書
き

「未
調
査
」

と
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。

ベン字 かな条幅 漢宇条幅 なか 漢  字 音再P弓

1 0  師

級 範

10  自市

級 範

秀
級
以
下

初
段
以
上

秀
級
以
下

初
段
以
上

秀
級
以
下

初
段
以
上

段
級

位

は
が
き

サ

イ

ズ

半

切

（料
紙

も
国

半

切

半

切

半
紙

た
て
％

（料
紙

不
可
）

色懇話
半

紙

半

紙

用

紙

書

体

自

由

倉J

作

窒創

体
自

B作

創

　

　

　

作

（
書

体

自

由

）

臨

　

　

　

書

（
写
真
掲
載
部

分
を
全
て
書
く
）

倉J

作

創

作

（
楷

書

）

創

　

　

　

作

（
書

体

自

由

）

書
体

・
内
容

かな研究 漢字研究 者IP弓

審
査
会
員

候
補
以
下

（審
査
会
員

は
不
可
）

審
査
会
員

候
補
以
下

（審
査
会
員

は
不
可
）

出
品
資
格

色盤を話
た半

て紙

用

紙

掲
載

の
古
筆

の
臨
書
、

歌

一
首
以
上
を

書
く
、

全
文

も
可
（掲
載
部

分
以
外

の
箇

所
は
不
可
）

掲
載

の
古
典

の
臨
書
、

文
字

数
自
由
（掲
載

部
分

以
外

の

箇
所
は
不
可
）

書
体

・
内
容

作究研男J特

「
特
別
研
究
作
品
」
出
品
券
を
貼
付

※
バ
ー

コ
ー
ド
出
品
券

は
使
用

で

き
な
い

誰
で
も

出
品
可

（審
査
会

員
を
含

む
）

出
品
資
格

小
画
仙

半
切

・

ま
た
は

７０

×

７０

セ

ン

チ

以
内
、

縦
横
自

由 用
　
紙

寧

・
客

・

現
代
詩

・
象

刻

・
前
衛
書

の
各
部
門
を

含
ん
だ
創
作

作

品

競

書

（
象
刻
は
印

影
に
落
款
を

入
れ
王
豊
う

※
各
部
を
通

じ
て

一
人

一
占
弔

刻
字
は
不
可

内

容
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且

一

ン磁亀ン

「
行

雲
」

圭上

済田

井桑

書
は
勝

つ
か
、

負
け
る
か
の
勝
負
の
世
界
だ
。

相
手
は
無
限
だ
、

甘
い
〃

一̈！̈̈̈！，̈̈”一̈̈”！中”̈̈̈！̈̈一！一！一一一一一！̈一̈̈̈̈”̈，̈！一一！一一！̈一一̈”一”̈̈̈”̈̈̈！̈̈一̈！”中”い̈̈̈̈̈
¨̈一！一一！̈”̈̈̈̈̈
”̈̈̈

¨̈！一！一！一！一一̈！一̈！一̈！一！̈̈“̈̈̈̈一一！一！一一一一一一！一！一！一一̈̈一̈̈̈̈一一一！一！！！！！“一一̈̈̈̈一̈̈̈！̈̈̈̈̈！一一！̈！一̈̈“̈柵̈̈
一̈̈̈̈一！”一̈，̈̈̈̈”̈̈”

“■
！■
■
一＝
■
＝
“！＝
＝
■
＝
＝
＝
！＝
■
■
■
■
＝
＝
＝
”
■
＝
＝
＝
■
■
■
■
村
＝
＝
“

！̈一！一，！一！一！一！一！̈！̈一！”！巾̈̈̈”̈̈一̈̈！一！̈，”̈̈̈̈”̈一̈一，̈！一̈一！一̈̈̈̈̈中̈̈”̈！”！̈！̈̈̈̈酬̈̈
一̈̈̈̈一！̈̈！”̈̈棚中

■

鮒̈

群

鮒

！難

”鞘

鞘

鞘

鞘
鞘

一

書
と
は
書
け
ば
響
き
、

打
て
ば
響
く
。

見
ろ
〃
　
空
間
を
、

線
を
、

響
を
〃

代

パ

１
８
９
９

（明
治
３２
）
年
～
１
９
６
８

（昭
和

４３
）
年
。

兵
庫
県
吉
川
町
生
ま
れ
。

本
名

・
順
。

比
田
井
天
来
に
師
事
し
、

現
代
書
運
動
の
先
駆
と

も
い
う
べ
き
書
道
芸
術
社
を
結
成
。

続
い
て
奎
星

会
を
創
設
す
る
。

１
９
４
７

（昭
和
２２
）
年
１１
月
、

書
道
芸
術
院

の
結
成
に
参
画
し
、

翌
年
の
第
１
回
書
道
芸
術
院

展
～
第
４
回
展
ま
で
本
展
に
出
品
し
同
年
８
月
、

書
道
芸
術
院
を
脱
退
。

桑
鳩
は
常
時
、

造
形
性
の
高
い
作
品
を
目
指
し

て
、

広
汎
な
古
典
研
究
を
基
礎
に
、

時
代
思
潮
や

諸
芸
術
の
成
果
を
摂
取
し
つ
つ
、

現
代
書

（墨
象
）

へ
の
道
拓
く
。

桑
鳩
は
人
間
的
ス
ケ
ー
ル
の
大
き
さ
、

表
現
の

多
彩
さ
に
お
い
て
、

現
代
書
の
パ
イ
オ
ニ
ア
だ
と

騒
が
れ
た
人
物
だ
け
に
、
ひ
と
つ
の
書
風
に
安
住

す
る
こ
と
な
く
、
こ
の
道
を
貫
き
通
す
。

殊
に
桑
鳩
は
、

書
表
現
の
本
質
を

「線
」
に
置

き
、

書
線
の
リ
ズ
ム
と
構
成
に
注
目
し
書
を
文
字

性
か
ら
解
放
し
、

純
粋
な
造
形
芸
術
と
し
て
の
認

識
を
深
め
、

書
は
芸
術
で
あ
る
の
か
、
ど
ん
な
範

哺
に
入
る
芸
術
な
の
か
を
理
論
的

・
実
践
的
裏
付

け
に
よ
っ
て
芸
術
と
し
て
の
書
の
確
立
を
図
る
。

と
に
か
く
、

桑
鳩
の
業
績
は
あ
ま
り
に
も
偉
大

で
あ
り
、

墨
魂
の
巨
匠
と
し
て
、

そ
の
名
が
永
遠

に
光
り
輝
く
。

１
９
６
８
年
９
月
４
日
逝
去
　
行
年
６９
歳

叙
勲
　
従
五
位
　
勲
四
等
小
綬
章（浜

谷
芳
仙
記
）

一Ｆ
一「

了鳩



Ｌ

一

且

一

全
日
本
書
道
連
盟

の
概
要

―
平
成
１９
年
度
の
活
動
―

２
月
１５
日
、

全
日
本
書
道
連
盟
の
理
事
会

が
如
水
会
館
で
行
な
わ
れ
、

本
年
度
事
業
の

大
綱
が
決
定
し
た
。

１
、

事
業
計
画

０
書
写
書
道
教
育
の
確
立

０
書
道
の
振
興
、

奨
励
の
た
め
の
文
化
活

動
・
夏
期
書
道
大
学
講
座
の
開
催

８
月
３
日

（金
）
～
５
日

（
日
）

日
本
青
年
館
　
新
宿
区
霞

ヶ
丘
町

・
書
道
講
演
会
の
開
催

日
程

・
会
場
未
定

・
書
道
文
化
の
海
外
と
の
交
流

中
国
と
の
書
道
交
流

中
国
書
法
家
協
会
と
綿
密
な
連
絡

２
、

本
年
の
理
事
会

・
総
会

∧
次
回
予
定
∨

５
月
１７
日

（木
）
　
　
　
　
如
水
会
館

１‐

。
００
～
１３

・
４０
　
理
事
会

役
員
の
改
選

‐３

・
５０
～
１５

。
２０
　
総
　
会

‐５

。
３０
～
　
　
　
　
懇
親
会

（‐７
団
体
）

０
賛
助
団
体
　
　
　
　
　
　
（１６７
団
体
）

黒
潮
書
道
会
　
　
　
　
名
久
井
裕
三

馨
　
香
　
会
　
　
　
　
香
川
　
倫
子

玄
　
遠
　
社
　
　
　
　
恩
地
　
春
洋

山
陰
書
道
研
究
所
　
　
水
谷
　
鴨
村

室
自　
径
　
企
口　
　
　
　
浜
谷
　
芳
仙

書
　
泉
　
会
　
　
　
　
下
谷
　
洋
子

石
　
心
　
会
　
　
　
　
鳥
山
　
岳
風

玉
　
松
　
会
　
　
　
　
石
井
　
明
子

白
　
玄
　
会
　
　
　
　
外
所
　
思
水

白
扇
書
道
会
　
　
　
　
種
谷
　
萬
城

社
団
法
人
筆
の
友
書
道
会大

野
　
祥
雲

賛
助
団
体
と
し
て
院
の
１１
団
体
が
入
会
し

て
全
書
連
の
活
動
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

総
局
、

支
局
関
係
で
入
会
頂
け
る
社
中
が
あ

れ
ば
院
の
辻
元
常
務
理
事
ま
で
お
問
い
あ
わ

せ
く
だ
さ
い
。

（年
会
費
　
３
万
円
）

尚
、

個
人
会
員
と
し
て
入
会
も
で
き
ま
す
。

・
正
会
員
　
年
会
費
　
一
一
一〇
〇
〇
円

資
格
　
毎
日
展
会
員
以
上
が
原

則

特
典
　
文
芸
美
術
国
保
に
加
盟

で
き
ま
す
。

∧
沿
革
Ｖ

昭
２６

・
４
　
日
本
書
道
連
盟
創
立

３
、

本ヽ
年
度
役
員

理
事

事
務
局
次
長

委
員

４
、

全
書
連
を
支
援
す
る
団
体

０
維
持
団
体

書
道
芸
術
院
ほ
か

（院
関
係
）

恩
地
　
春
洋
　
　
昭
２８

・
２

辻
元
　
大
雲
　
　
昭
４８

。
２

石
井
　
明
子

発
起
人
　
豊
道
春
海
ほ
か
６
名

「社
団
法
人
日
本
書
道
連
盟
」

中
村
梅
吉
理
事
長
と
青
山
杉
雨

飯
島
春
敬
、

金
子
鴎
亭
、

香
川

峰
雲
、

村
上
三
島
氏
の
会
談
を

機
に
、

書
壇

一
本
化
に
動
く
。

昭
４８
・
７

「社
団
法
人
　
全
日
本
書
道
連
盟
」

に
改
組
さ
れ
、

中
国
と
の
交
流

の
窓
日
と
し
て
認
め
ら
れ
る
。

平
１３

・
４
　
創
立
５０
周
年
を
迎
え
る

第
二
回
日
中
女
流
書
道
家
代
表
作
家
展

出
品
者
決
ま
る

中
国
側
の
強
い
要
請
に
よ
り
、

毎
日
書
道

会
と
の
日
中
女
流
書
道
家
の
交
流
展
が
決
ま
っ

た
。

本
年
と
来
年
、

各
二
百
名
が
、

北
京
と

東
京
で
開
催
さ
れ
る
。

北
京
展
　
０７
年
１０
月
　
中
国
美
術
館

東
京
展
　
０８
年
７
月
　
東
京
都
美
術
館

出
品
者
　
　
　
　
　
　
　
　
（予
定
）

木
村
船
翠
　
佐
藤
泰
扇
　
半
田
藤
扇

石
井
明
子
　
下
谷
洋
子
　
飯
高
和
子

砂
本
杏
花
　
尾
形
摩
鼎
　
小
竹
明
峰

小
林
琴
水
　
小
伏
小
扇
　
青
柳
明
華

川
島
舟
錦
　
加
藤
眺
渓
　
太
田
蓮
紅

香
川
倫
子
　
大
井
美
津
江
　
平
岡
千

香
子
　
　
　
（本
院
関
係
　
１８
名
）

小
野
■
次
さ
ん
を
惜
し
む

元
毎
日
書
道
会
専
務
理
事
と
し
て
敏
腕
を

振
る
わ
れ
た
小
野
富
次
さ
ん
が
２
月
１５
日
逝

去
さ
れ
た
。

行
年
８２
歳
。

毎
日
書
道
会
を
新
聞
社
か
ら
独
立
さ
せ
、

財
団
法
人
と
し
た
の
も
小
野
さ
ん
だ
と
聞
く
。

院
が
、

財
団
法
人
に
努
力
し
て
い
る
初
期
、

資
料
を
頂
き
、

ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
た
こ
と

も
あ

っ
た
。

私
が
毎
日
展
海
外
展
委
員
と
し
て
仕
事
を

頂
い
た
時
の
こ
と
。

欧
米
に
、

下
見
や
準
備
に
ご
い
っ
し
ょ
さ

せ
て
頂
い
た
が
印
象
に
残
る
も
の
一
つ
二
つ
。

○

「
ベ
ル
リ
ン
の
壁
」
崩
壊
の
時
、

た
ま
た

ま
ベ
ル
リ
ン
に
居
た
。

郊
外
の
ホ
テ
ル
か
ら

お
祝
い
の
花
火
の
音
を
聞
い
た
。

○
エ
ル
ミ
タ
ー
ジ

ュ
展
で
は
下
見
と
先
発
で

ソ
連
崩
壊
の
前
後
を
レ
ニ
ン
グ
ラ
ー
ド

（現

サ
ン
ク
ト
・
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
）
で
見
た
。

食

料
不
足
で
、

丸
谷

・
鈴
木
さ
ん
、

そ
し
て
私

も
帰
国
後
次
々
に
痛
風
を
病
ん
だ
。
ア
エ
ロ

フ
ロ
ー
ト
の
機
内
食
が
お
い
し
い
と
実
感
し

た
。

北
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
ヘ
の
下
見
の
時
。

○

「書
の
甲
子
園
」
の
生
み
の
親
で
あ
る
小

野
さ
ん
。

一
部
の
反
対
を
押
し
切

っ
て
大
阪
で

「国

際
高
校
生
選
抜
書
展
」
を
開
催
、
″書
の
甲

子
園
″
も
ネ
ー
ミ
ン
グ
抜
群
、

１５
回
展
を
終

え
、

今
や
全
国
高
校
生
の
最
一白向
の
目
標
と
な
っ

キた
。予

告
″邑

水
先
生
臨
書
集
″
刊
行

旅
に
出
て
も
筆
を
離
さ
ず
、

絶
え
ず
臨
書

に
専
念
さ
れ
て
お
ら
れ
た
中
島
邑
水
先
生
の

臨
書
を
村
野
大
仙
先
生
が
整
理
さ
れ
た
。

こ
の
度
、

そ
の
労
作
を

「中
国
篇
」
「
日

本
篇
」
と
し
て
出
版
さ
れ
る
。

詳
細
は
次
号
。

一Ｆ
一「



前
衛
書
　
内

読
む
こ
と
を
主
眼
と
す
る
実
務
的
な
書
が

廃
れ
、

年
賀
状
さ
え
も
何
も
書
か
な
く
と
も
、

パ
ソ
コ
ン
で
あ
っ
と
い
う
間
に
出
来
上

っ
て

し
ま
う
昨
今
で
す
。

反
面
、

読
む
こ
と
を
目

的
と
し
な
い
人
間
の
感
覚
に
訴
え
る
芸
術
と

し
て
の
書
は
、

全
盛
を
迎
え
て
い
る
よ
う
に

思
い
ま
す
。

芸
術
と
し
て
の
書
に
は
、

線
美
、

造
形
美
、

墨
色
美
、

流
動
美
、

余
白
美
が
求
め
ら
れ
ま

す
が
、
そ
れ
ら
の
美
を
最
も
端
的
に
表
現
し

よ
う
と
し
た
時
、

前
衛
書
が

一
番
相
応
し
い

の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
ま
す
。

漢
字
の
点

画
を
省
略
し
た
ら
字
で
な
く
な
っ
て
し
ま
い

ま
す
が
、

前
衛
書
に
は
何
の
制
約
も
な
く
、

省
略
は
勿
論
、

文
字
を
書
か
な
い
こ
と
さ
え

許
さ
れ
ま
す
。

そ
れ
だ
け
に
、
そ
こ
に
書
の

持

つ
美
が
表
現
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
、

書
で

は
な
い
と
言
わ
れ
て
も
仕
方
が
無
い
の
で
心

第
５７
回
毎
日
書
道
展
出
品
作
品

「筍
」

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

孫
過
庭
の
書
譜
の

一
節
に

「心
手
雙
暢
」

と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
。

手
は
い
う
ま
で

も
な
く
腕
、

書
の
技
術
、

心
は
物
を
見
る
日
、

情
趣
を
解
す
る
感
性
、

ひ
い
て
は
人
間
性
ま

で
も
含
む
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

心
手
を
と
も
に
伸
び
や
か
に
育
て
る
た
め
に

古
典
を
習
う
こ
と
を
根
本
に
、

書
に
限
ら
ず
い
ろ
い
ろ
な
分
野

の
芸
術
作
品
を
鑑
賞
し
、

文
学

や
音
楽
、
自
然
に
親
し
み
、

感

性
を
養
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

人
間
と
し
て
心
を
豊
か
に
日

日
暮
す
こ
と
に
努
め
、

新
し
く

独
創
性
の
あ
る
前
衛
書
が
書
け

る
よ
う
に
な
る
こ
と
を
願

っ
て
、

長
い
坂
道
を
登

っ
て
行
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

貴
重
な
紙
面
を
い
た
だ
き
な

が
ら
、

標
題
に
は
程
遠
い
、

拙

い
思
い
に
終
始
し
て
し
ま

っ
た

こ
と
を
お
許
し
く
だ
さ
い
。

北
村
白
琉
書

今
回
で
最
後
と
な
り
ま
し
た
。

今
月
は
師
三
宅
素
峰
先
生
の
作
品

】ヒ

村

白

琉

― 私 の 主 張 ―

: : l i l i i : l i i i i l : ! |

:辮

i!!【骨i:
冊!器::

今
村
青
華
書

ン
ヽ
朝
一̈！”！̈”熙
ン
ン
”蜘”鞘
一”̈剛ン

故

・
三
宅
素
峰
先
生
書

現
代
詩
文
書
　
閃

―
出
会
い
。
こ
れ
か
ら
―

今
　
村
　
青
　
華

を
取
り
上
げ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

生

前
好
ん
で
書
い
て
い
た
句
で
す
。

師
は
よ
く

「作
品
は
品
格
を
第

一
に
」
「余
白
の
美
し
さ

を
」
と
何
度
も
申
し
て
お
り
ま
し
た
。

白
に

負
け
な
い
凛
と
し
た
線
、

見
事
な
構
築
性
、

ご
自
分
独
自
の
世
界
。

長
年
教
え
を
受
け
な

が
ら
何

一
つ
会
得
出
来
て
い
な
い
自
分
の
ふ

が
い
な
さ
に
、

筆
を
持

つ
こ
と
が
恐
ろ
し
く

な
る
事
が
あ
り
ま
す
。

道
は
遠
き
の
感
は
い

な
め
ま
せ
ん
が
、

歩
い
て
ゆ
く
以
外
な
さ
そ

う
で
す
。

昔
、

中
島
邑
水
先
生
に

「飾
り
は
不
用
。

捨
て
て
捨
て
て
本
当
に
必
要
な
線
は
何
か
を

考
え
て
作
品
を
作
り
な
さ
い
。

」
と
言
わ
れ

た
事
を
最
近
、

特
に
思
い
ま
す
。

作
品
作
り
、

人
間
と
し
て
の
生
き
方
…
こ
れ
か
ら
行
く
道

を
私
な
り
に
作
品
に
し
て
み
ま
し
た
。



Ｌ

一

⑩

〈解
説
〉

模
刻
本
は
既
に
宋
代
あ
た
り
か
ら
存
在
し
た
ら
し
く
、

明

代
に
も
数
種
の
模
刻
本
が
あ

っ
た
。

明
の
王
世
貞
が
持

っ
て

い
た
の
も
重
刻
本
で
、　

一
般
に
は
こ
の
模
刻
本
を
真
本
と
思

い
こ
ん
で
い
た
人
が
多
か

っ
た
よ
う
で
あ
る
。

清
初
の
孫
承

沢
の
所
蔵
本
も
翻
刻
だ

っ
た
よ
う
だ
が
、

彼
は

「
こ
の
碑
は

孟

法

師

碑

（
唐

）

③

　

　

用
紙

半
紙
並
是

判

円
勁
に
し
て
深
厚
、

な
お
古
隷
の
遺
意
を
存
し
、
こ
れ
そ
の

得
意
の
書
で
あ
る
」
と
言

っ
て
い
る
。

我
が
国

へ
は
明
治
初
年
、

楊
守
敬
が
来
朝
し
た
時
、
こ
の

碑
の
双
釣
填
墨
本
を
持
参
、
日
下
部
鳴
鶴
が
こ
れ
を
木
版
に

刻

っ
て
広
め
ら
れ
、

そ
の
書
風
が
享
受
さ
れ
た
。

（編
集
部
）

＝
注
――

漢
字
研
究
部
競
書
作
品
は
、

左
の
法
帖
の
中
か
ら

何
文
字
臨
書
し
て
も
よ
い
。

（掲
載
部
分
以
外
は
不
可
）

一Ｆ

且

一

而旅
感

れ /

ぎ仙
霊禄骨

晨景夙
有あ著

ス金

齊

椿

菌

忘

書

夭

於

物

化

／

寧

椿
菌
を
齊
し
く
す
。

壽
夫
を
物
化
に
忘
る
、紳

彰

場

而

霊

氣

有

寧
ぞ
彰

場

を
鼎
ぜ
ん
や
。

液

方

授

駕

／

白

龍

而

不

反

玉

棺

仙
骨
夙
に
著

れ
た
り
。

金
液
方
に
授
か
り
、

遠

掩

白

龍

を
駕
し
て
反
ら
ず
。

玉

棺

還

に
掩
い
、

一「



Ｌ

一

①
　
　
　
　
　
　
　
　
　
↓
籍
躍
醍
韓
（伝
西
行
）
③

柳
耕
掛
格
十鞘
輪
甲
靴

ま

つ
よ
り
も
ひ
さ
し
く
と
は
ず

な
り
ぬ
る
は
お
も
ふ
と
い
ひ
て

心
が
は
り
か

神
か
け
て
ま
た
も
ち
か

へ
と
い
ひ

つ

べ
し
お
も
ひ
お
も
は
ず
き
か
ま

ほ
し
さ
に

い
か
ゞ
あ
り
け
む
、

つ
と
め
て

い
で
あ
や
し
け
さ
し
も
そ
で
の

ぬ
る

ゝ
か
な

ゝ
に
を
し
る
し
の
心
な

（
る
ら
む
）

Ｈ
注
――
か
な
研
究
部
競
書
作
品
は
、

左
の
古
筆
の
掲
載
部
分
よ
り
歌

一

首
以
上
を
書
く
。

（全
臨
も
可
）

用
紙

・
半
紙
普
通
判

（料
紙
可
）

〈た
て
長
に
使
用
〉

・
半
懐
紙
は
、

半
紙
サ
イ
ズ
に
切

っ

て
使
用
の
こ
と
。

・
別
紙
を
裁
断
し
て
貼
付
は
不
可
。

＊
上
記
掲
載
写
真
１０５
％
拡
大

〈解
説
〉

一
条
摂
政
集
は
、

字
形
や
行
の
動

き
に
合
わ
せ
て
巧
み
な
墨
継
ぎ
が
行

わ
れ
、
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
の
多

面
的
な
研
究
に
適
切
で
も
あ
る
。

重
心
の
筋
が
通
り
な
が
ら
文
字
が

横
に
広
が
り
を
見
せ
る
書
風
な
ど
、

多
彩
な
表
現
は
西
行
よ
り
前
の
時
代

の
仮
名

・
１１
世
紀
末
か
ら
１２
世
紀
前

半
と
さ
れ
る
仮
名
の
造
形
美
と
共
通

す
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。

藤
原
伊
ヂ
の
家
集
と
し
て
は
、

本

書
の
写
本
以
外
に
伝
本
が
な
い
。
こ

の

一
条
摂
政
集
は
、

会
津
の
松
平
家

に
伝
来
し
た
も
の
で
、

時
期
は
不
明

な
が
ら
、

古
筆
に
詳
し
い
田
中
親
美

劉

豹

確

難

鮭

嗣

湖

入
手
し
た
。

戦
後
個
人
蔵
と
な

っ
て

今
日
に
至

っ
て
い
る
。

　

（編
集
部
）

た多こ
ま  ゝ
し ろ
か可よ
な那 り利
と  ほ保
あ 力洞
れ に 小
↓ゴ も

ち
か 可

は 八

せ

一Ｆ
一「

ヨ

一



Ｌ

一

漢
　
字
　
規
　
定
　
初
段
以
上
　
【
四
月
二
十
日
締
め
き
り
】

用
紙
　
半
紙
普
通
判

浜

田

尚

ナ||

選

書

書
体
――
自
由

習
い
方
解
説
　
内

浜

田

尚

川

自
然
皆
有
春
意

（し
ぜ
ん
に
み
な
し
ゅ
ん
い
あ
り
）

春
は
陽
気
が
生
じ
、
自
然
と
万
物
を

生
ず
る
。

線
を
細
く
し
、

運
筆
の
リ
ズ
ム
が
ど

こ
ま
で
も
続
い
て
い
く
よ
う
に
運
び
、

さ
わ
や
か
な
気
分
を
出
す
。

Ａ
は
、

よ
り
渋
く
叙
情
的
に
表
現
し
た
。

軽
く
筆
を
か
け
粘
る
こ
と
に
よ

っ
て
筆

を
浸
透
さ
せ
味
わ
い
を
持
た
せ
た
。

Ｂ
は
、

運
筆
は
粘
り
、

筆
は
垂
直
に
筆

圧
を
か
け
た
。

直
線
を
生
か
し
素
朴
に
。

Ａ
の
作
品■

賊
稼

々
！！！！！！！！路
懲

Ｂ

の
作
品■

賊
！！！！！！！！誓

軒
！森
！徹

一Ｆ
一「

到

一

あ

■

竹

か

か

自

然

皆

有

春

意

よ
み

（自
然
に
皆
春
意
有
り
）



漢
　
字
　
規
　
定
　
秀
級
以
下

【
四
月
二
十
日
締
め
き
り
】

用
紙
　
半
紙
普
通
判

桃

園

結

義

よ
み

（桃
園
結
義
）

替
輯

竹

田

尚

堂

選

書

書
体
Ｈ
楷
書

習
い
方
解
説
　
内

竹

田

尚

堂

桃
園
結
義

〔三
国
志
演
義
〕

（桃
園
結
義
）

劉
備
が
関
羽
、

張
飛
と
憂
国
の
情
で

意
気
投
合
し
、

桃
園
で
義
兄
弟
の
契
り

を
結
ん
だ
と
い
う
故
事
か
ら
出
た
言
葉

で
す
。

智
永
の
千
字
文
は
暢
び
や
か
な
線
、

整

っ
た
字
形
で
、

温
雅
な
表
情
、

格
調

の
高
さ
を
見
せ
て
い
ま
す
。

智
永
は
王

義
之
七
世
の
孫
に
当
た
り
、

そ
の
書
風

を
得
て
、

虞
世
南

へ
と
伝
え
て
い
る
こ

と
を
納
得
さ
せ
ら
れ
る
も
の
で
す
。

智
永
の
義
之
の
書

へ
の
思
い
や
、

劉

備

（漢
の
景
帝
の
喬
孫
）
が
抱
い
た
で

あ
ろ
う

一
族
再
興
の
願
い
な
ど
に
想
い

を
巡
ら
し
な
が
ら
、

今
回
の
参
考
は
智

永
の
千
字
文

（関
中
本
）
の
書
風
に
よ

り
ま
し
た
。

〔園

・
結

・
義
〕
は
書
写
体

で
す
。

一Ｆ
一「
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